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資料館だより
Vol.37 No.1（通巻１９４号）

２０１２.６.２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」

　今回は、資料の中から茶生産用具を紹介します。
　茶の栽培は、沼津では愛

あし
鷹
たか
山
やま
南麓の原・浮島地区が

盛んです。幕末から明治にかけて開拓が行われ、戦後
に優良品種を導入してからは茶園が拡大されました。
　茶

ちゃ
摘
つみ
鋏
ばさみ
は、手摘みより早く収穫できるように考案さ

れたもので、金網籠付きのものは大正末に普及しまし
た。戦後には、長い布袋が付いた鋏が登場しました。
袋といっても底があいていて筒状になっており、た
まった茶葉を下から取り出せるようになっています。
　茶摘籠は、手で摘み取ったり、茶摘鋏で刈り取った
りした茶葉を集める籠です。
　タテは、蔓

つる
で編まれた縦長の籠で、畑から茶葉を運

搬する時に使われます。
　摘み取った茶葉はそのままだと発酵してしまうた
め、蒸して発酵を止めなければなりません。
　生

なま
葉
は
蒸
むし
器
き
は茶葉をふかすのに用います。この上へ生

の茶葉を入れたフカシを２つのせて蒸します。
　冷まし籠は、ふかした茶葉を広げて冷ますためのも
のです。

寄贈資料の中から 茶生産用具
　ふかして冷ました茶葉は、焙

ほ
炉
いろ
と呼ばれる、下部に

炉がついた手揉み台で揉みながら乾燥させます。この
段階でできた茶を荒

あら
茶
ちゃ
といいます。

　茶
ちゃ
箕
み
は、竹製の箕に紙を貼ったもので、製品にした

茶を冷ましたり、熱い状態の茶葉を焙炉から取り出し
たりするときに使われます。
　トオシは、竹製のふるいで、荒茶を再製（再加工）
する際に用いるものです。荒茶を箕でふるって選別し、
粉や目方の軽い茶を除き、次にこのトオシで小型の茶
葉をふるい落とします。その後、茶葉を切断してもう
一度焙炉に入れて乾燥させます。
　オオツバは、茶を壺に移す時に漏

じょう
斗
ご
として使います。

写真の資料は明治末から昭和初めに使用されたもので、
直径71㎝あり、特に、五貫目（18．75㎏）や十貫目入りの
大茶壺に製茶を移す時などに重宝したそうです。
　茶壺は、仕上がった茶を保存するものです。茶は湿
気が大敵なので、収納する際には壺を十分に乾かす必
要があります。茶を入れたあと和紙で包んだ木蓋をし、
渋紙をかぶせて紐で締め封をします。

茶摘鋏（金網籠付き） 冷まし籠
茶箕
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フカシ

茶摘籠
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資料館の調査ノートから⑱　
　西浦江梨での海苔採取と加工　その１
西浦江梨　杉山栄一さんの話と撮影写真
　今回と次回の２回は、海岸に自生する海苔を採取し
加工して板海苔を作るまでの過程について、杉山栄一
さん（昭和 9年生まれ）から聞き取りを行った内容を
ご紹介します。
　杉山さんがお住まいの西浦江梨では、現在まで海苔
の採取と加工が続けられています。写真を趣味とする
杉山さんは、昭和50年代からその様子を撮影してきま
した。（以下、掲載写真はすべて杉山さん撮影）。
１．海苔の種類と採る時期
　西浦江梨の海岸では、岩海苔・ナノリ・ハンバの３
種類が採れるが、養殖の海苔とは味も香りも違う。
　岩海苔は短く、ナノリは長く筋状で、ハンバはワカ
メを小さくしたような形状である。一番おいしいのが
岩海苔で、採れる量は岩海苔が最も多く、岩海苔と比
べてハンバは半数ぐらいで、ナノリは少ない。
　さらに、岩海苔には、黒色のクロノリと青（濃緑）
色のアオノリがある。アオノリはクロノリよりも質が
落ち、採れる量も岩海苔全体の中で２割以下と少ない。
　海苔を採り始める時期は、海苔のつき具合と干潮と
の関係で、１月の上旬だったり、中旬だったりする。
初めは岩海苔を主体に採り、２月頃からナノリ・ハン
バを同時に採り、３月まで続ける。暖かくなると、海
苔の色が悪くなり香りも落ちるので、採らなくなる。
天然なので、天候によって海苔のつき方が異なり、た
くさん採れる年もあれば採れない年もある。
２．海苔の採り方と道具
　写真の昭和53年当時は、西浦江梨の60軒の家から女
衆１人ずつが海苔採りに出ていた。大瀬崎では４か所、
それ以外の西浦江梨では来

くる
海
み
など４～５か所の地区に

分けられ、それぞれの地区の海苔を５～６人で採った。
地区ごとの人数は、１年交代で回ってくる当番が、そ
のときの海苔のつき方を見て増減させた。
　採る時間帯は、干潮との関係があるので、朝９時頃
からの３～４時間となる。昔は２日かかることもあっ

西浦江梨の来海での岩海苔採り　昭和５３年１月

たが、だいたい１日で終わる。ひとつの地区の端から
ずっと磯を伝いながら、もう片方の端まで海苔をかい
ていくと、１～２時間が経過して潮が引くため、先ほ
どまで海の中にあった岩が時間差で出ている。今度は
その岩の海苔をかくことができるので、来た道を戻り
ながら、また地区の端まで海苔をかいていく。
　海苔をかく道具は、カイ（鉄製でカイジャクシ状の
もの）と、ササラ（針金を束ねたもの）との２種類が
あり、それぞれを使い分ける。ボコボコしている岩は、
ササラでシャッシャッシャッとかかないと採れないが、
スベスベした岩は、カイでシャーッとかいた方がよい。
　かいた海苔は、小ザル（小さなザル）へ入れて、コ
シビクの中の布の袋に入れる。布の袋は数枚用意して
おき、１枚の袋がいっぱいになると次の袋に取り替え
る。昭和53年当時は、採り終わると、海苔を入れた布
の袋を大きなショイカゴに入れ、磯から県道までショ
イカゴを背負って運び上げ、さらに大

おお
秤
ばかり
のある場所ま

で車で運んだ。
　現在は、海苔を採る人数が10人ぐらいまで減ったた
め、主に一番採れる大瀬崎で採るようになり、すぐ近
くまで車で行くことができるので、車で海苔を運んで
いる。採り方や道具は以前と変わらないが、服装は変
わった。昭和53年当時は、ボッコ（古着）を着て、す
べらないようにワラゾウリをはいていたが、現在は、
濡れないようにドライスーツを着ている。
３．当番による採取日の決定と連絡
　旧暦の１日と15日が干潮の関係で海苔採りに良いた
め、当番が潮の状態を見てナギでよさそうであれば、
前日の夜、「旧農協の前に集まってください。」という
ような放送を入れて、海苔採りの女衆が集まる。
　「明日、ナギならば採りましょう。」ということにな
るが、例えば集落に不幸があった場合や、婦人会の総
会があるといった場合には、「では、１日延ばしましょ
う。」となる。このように、当番は全員が出ることの
できる日程を調整するが、干潮の関係があるので、１
～２日以内で調整しなければならない。
　当日、波や風が出たときには、危険なので延期する。
このときには、当日の朝、当番が「今日は波が高いの
で中止します。明日はナギ次第で海苔磯を行います。」
というような放送をする。ときには、風が１週間も続
いて海苔採りができず、次の潮

しょ
時
とき
まで待たなければな

らないこともあった。
　このように当番の判断は重要であり、当番が判断で
きない場合は、海の天気に詳しい漁師たちに聞くこと
もある。
　また、海苔採りは、みかんの出荷の時期と重なるの
で、みかんの出荷が多い家は、行けないこともあった。

（次号に続く）
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駿河湾の漁
芹沢松雄さんの漁話

カジキのツキンボ（突きん棒漁）１
〈ツキンボ漁師の家〉
　物心ついたころから、うちでは家族でチャカ（発動
機付小型漁船）に乗ってカジキのツキンボをしていた。
ツキンボは春から夏の昼間の仕事で、冬には太

た
刀
ち
魚
うお
や

ゴソ、イカを釣った。我
が
入
にゅう
道
どう
のチャカの衆

しゅう
でも、底も

のが好きな人とヒキナワ（曳縄釣り漁）が好きな人、
大物が好きな人などがあり、俺のおじいさんは、ツキ
ンボとかそういう大きいものを捕

と
る漁が好きだった。

〈カジキの漁場〉
　カジキの漁場は大

お
瀬
せ
から土

と
肥
い
までの間で、我入道か

ら出かけて行った。戦後の頃には大瀬より手前の、マ
マセからサンゲイシの間で見つけることもあった。
〈ツキンボの道具〉
　カジキを捕るには、２尋

ひろ
半（約3．6ｍ）ほどもある

カシの柄の銛
もり
竿
ざお
に、オチョコと呼ぶ銛先を３本つけて、

チャカの先端のヤリダシ（突き台）の上から突いた。
オチョコには300尋（約450ｍ）のナワ（矢縄）をつけ
ておき、突いたカジキをたぐり寄せた。また、すぐに
次のカジキがあらわれると、ナワにブイダマ（ガラス
の浮き）をつけて海に放

ほお
ったりした。このナワを入れ

る樽
たる
をタルコミと言い、カジキを突くとタルコミから

ナワがどんどん引き出された。タルコミ自体も水に浮
いた。漁には銛竿を２本から３本、タルコミを２つか
ら３つ持って行った。
〈カジキの特性〉
　いろいろなカジキがいるが、普通のカジキと言うとマ
カジキのことだ。マカジキは真っ直ぐに泳いで、尻

しっ
尾
ぽ
か

ら頭までどこへ当たっても身が固い。「後ろから行って
どこでもいいから当てろ。」と、小さい頃から言われて
いた。ムラ（群）カジキといって５匹や６匹で泳ぐこと
もあり、そういうときは一番後ろの魚（カジキ）を狙

ねら
っ

た。何
な
故
ぜ
かというと、頭から狙うと後ろの魚が逃げて行っ

ちまう。だから一番後ろを狙うと、残りの魚はこのまん
ま泳いで行ってくれる。そうすると、まだ泳いでいる魚
も捕りたいから、突いたカジキはタルコミを海に投げ込
んで泳がせておき、次のカジキを狙った。
　メカジキは、マルカジキとかメカと呼んだ。この魚
は回

まわ
りをつけて（円を描くように）泳いでいる。だか

ら自分の前へ来るように、銛を持つ人が計算して船の
梶
かじ
持ちに指示をし、真

ま
向
む
かって泳いでくるのを突くよ

うにした。メカジキは頭から背中が固く、胴が柔らか
い。頭と首の間あたりに急所があって、当たると10分
か15分で死ぬ。でも他へ当てると、船へあげる前に、
柔らかい肉がもげて逃がしてしまった。また、背中に
タチベリといってヘリがあり、そこに当たったら魚が

全然痛くも痒
かゆ
くもない。20時間だろうが30時間だろう

がナワをつけたまま泳いで行ってしまう。俺も２回やっ
たことがある。戸

ヘ
田
だ
で突いて、御

お
前
まえ
崎
ざき
のほうで上げた。

突きどころによってそういう可能性は充分あった。
　クロカジキは我入道ではマダラとも言う、単独で泳
ぐ魚だ。突くと下へどんどん潜

もぐ
って行くので、タルコ

ミ２つ分のナワがいる。「クロカジキは底の水を飲まな
きゃ死なない。」と、俺はおじいさんから聞いている。
そんな例

たと
えがあるから、海底の深さのところまで、600

尋でも700尋でもナワが行った。タルコミ１つが300尋
なので、２つはゆうに使った。それだから、「タルコミ
は２つでも３つでも持って歩け。」とも言われた。
〈カジキを探す〉
　チャカでカジキ漁をするには、最低２人で行った。
エンジンはかけっぱなしで、年

とし
寄
よ
りの方が後ろで梶を

取って漁場を探し、若い方が前でヤリダシの上に立っ
た。揺

ゆ
れて走る船の上で、少しでも高い位置から探そ

うと、２人とも立ってカジキを探した。梶持ちはトモ
（船の後ろ）に立って、カヅカ（梶

かじ
柄
づか
）を股

また
に挟

はさ
んで

操
そう
縦
じゅう
した。また銛持ちは、ヤリダシに立って足をふん

ばり、足
あし
元
もと
から引いた紐

ひも
につかまった。

　マカジキの場合は尻尾のヘリだけを水面上に出して
来る。メカジキはタチベリと尻尾のヘリとを２つ出し
て来る。だからまず、１つ出ているか２つ出ているか
で、マカジキかメカジキかを見分けた。年寄りは近く
を探して、少ししか背びれが出ていなくても見つけら
れたが、若い衆はつい遠くばかりを見るので、なかな
か目に入らなかった。カジキを見つけると、２人のう
ちのどちらか慣れている方が銛を持ち、梶持ちはエン
ジンのそばへ下りて梶を取った。
〈メカジキを追うとき〉
　メカジキを見つけると、どう船を動かすかは銛持ちが
考えた。銛を構

かま
えて狙いをつけ、回って来る魚の動きを

読んで先回りし、魚の動きにあわせて銛先を左右に動か
した。梶持ちは、銛の動きに合わせて操縦するもので、「梶
持ちは銛のウラッポ（先端）を見てろ。」と言われたも
のだ。何回でも銛先を、あっちへやったりこっちへやっ
たりし、そのたびに梶持ちは梶を切った。でも、慣れな
い人が梶を持つと、魚を見て梶を取ってしまった。銛持
ちがこっちへ行けと言っても、魚を見て魚の方へ行って
しまい、それでよく、梶持ちと銛持ちとがケンカをした。
だから、梶を持つ人と銛を持つ人とが一致しないと、メ
カジキはうまく突けなかった。
〈マカジキを追うとき〉
　マカジキを見つけると、真っ直ぐに泳ぐのを後ろか
ら追いかけるのだが、チャカの場合には、エンジンが
小さく追いつけない場合があった。そういうときには、
「キャーエサ」と言って、魚の泳いでいる尻尾の辺

あた
り
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へエサを投げてやった。すると、音に反応するのか、
カジキが回って方向を変え、真向かって泳いで来た。
だからキャーエサを投げたときは、銛を下に向け、目
を皿にして、回って来るカジキを探して銛を投げた。
　キャーエサに投げるエサは、だいたいサバや何かを、
２つや３つは持っていた。ツキンボの時期になるとウ
ズワ（ソーダガツオ）とかが釣れるから、後ろへと１
本か２本、短いコバネ（釣竿）でひっぱっていた。エ
サは何の魚でもよくて、生

いき
餌
え
でなくてもよかった。

　もう投げるものがない場合には、俺はカットリ（船
ふな

べりに挿
さ
して道具を掛

か
けるのに使う又

また
木
ぎ
）を投げたこ

とがある。それでも、カジキというのは後ろへポッタ
ンと飛

しぶ
沫
き
の音がすると、グルッと回る習性がある。だ

から「追いつけない場合は、何でもいいから投げてや
れ。」と言われた。
　エサをわざわざ家から持って行くということはな
かったが、いよいよ無いときのために、タクワンだけ
は持って行った。それで、カジキに向かって長いタク
ワンを投げた。家からエサを持って行くとすると、タ
クワン１本だけだった。

〈カジキを見たら銛を立てる〉
　カジキを見たときに、うんと遠い場合は必ず、ヤリ
ダシの上に立ち、銛をオッ立てて持ったまま追いかけ
た。銛というのは、遠くからでも見えるから、傍

はた
から

見て、ああ、あの船は見たなとわかった。
　また、投げて当たらなかった場合にも、銛を立てた。
カジキは別だがメカジキの場合は、逃がして見えなく
なっても、もう一度どこか近くへ浮いた。よしんば他
の船が来ても、この船が銛を立てているイト（うち）は、
ネキ（近く）に浮いた魚には、この船に権利があると
いうことだった。もし違う魚だったとしても、この船
が銛を転ばさないイトは、その近くに浮いた魚はこの
船に権利があった。だいたい、銛は持てても10分から
20分、長いときは30分も持つ人もいるが、もう諦

あきら
める

と銛を転ばした。
　「銛を立てていると、その船の近くの魚はその船に
権利がある。遠くの場合は別だけど、近くの場合は他
の船は手出しができない。」そう決めることで、トラ
ブルを防いでいた。
　イルカがポーンと跳ぶみたいに、水面から上に魚が
身を見せることがある。それでカジキが跳んだのがわ
かった。そういうときは、いっせいに跳んだところへ
船が来るけれど、そのときはまだ誰にも権利は無い。
いくら船が近くにいても、魚を見ないと銛を立てるわ
けにいかなかった。みんなが追っかけっこして、見た
船が先に銛を立てた。初めに浮いていた魚なら別だけ
ど、跳んだ魚だから、先に見た人に権利があった。「跳
んだのは見た内に入らない。」と言った。
　ツキンボをし、エンジンが黒いケブ（煙）を出して
帰ると、「あ、あの船は魚を見たよ。」と言われた。「捕っ
たよ。」じゃなくて、「見たよ。」と言った。

（話：芹沢松雄氏　沼津市我入道在住）
　カジキのツキンボは、前方に張り出したヤリダシを設けた船で
行った。揺れる船の上、銛持ちはヤリダシに立って銛竿を構えた。

チャカのヤリダシ（船模型製作：鈴木真司氏）
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沼津市歴史民俗資料館 

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

　５月18日、市立第三中学校の一年生の皆さんが社会
科見学に来館されました。館内の見学の後、舞きりに
よる火起こしを体験しました。苦労の末、ほとんどの
グループが火起こしに成功しました。
　火起こし体験は、本年の体験学習として実施を計画
しています。

資料館からのお知らせ

社会科見学の様子


